
新

予定

令和 6年度　予

規

定 令和 7年度　予定

完了事業 ゼロ予算事業 担当者

全体計画 経費区分 内線

事務事業名

所　　属

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

令和 2年度　実績 令和 3年度　予定

令和 4年度　予定 令和 5年度　予定

令和 6年度　予定 令和 7年度　予定

内部評価【二次】 1頁

令和　３年度　行政評価事業別シート

実計対象 □ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 佐藤君夫

全体計画 経費区分 － 内線 3423

事務事業名 4180 工業振興事業

所　　属 150200 産業振興部・産業連携開発課

施　　策 15022300 既存産業の高度化・高付加価値化の促進

会計 01 一般会計
予算

科目 070102 商工費・商工費・商工業振興費
科目

事業 010000 工業振興事業

事業目的 事業概要・効果 

○工業団地等内の企業及びその従業員の働きやすい環 ○工業団地等の緑地及び公園の除草、病害虫防除、支

境と良好な景観の維持を目的とする。 障木伐採、清掃業務などを年間を通し計画的に実施を

○市内中小企業の優れた工業製品の展示会等出展に対 した。その結果、働きやすい環境と良好な景観を維持

し支援を行うことで、新たな取引先

内

や市場開拓、販路 する

部

ことができた。

拡大に

評

繋げることを目的とす

価

る。 ○産業フェアなど

【

の展示会、見本市等に

二

自社の製品や

技術力に

次

関する出展を行う際の

】

経費（展示場の小間代

1

、展示小間の装飾費、

頁

販売促進資料など）の

令

一部を助

成し支援をし

和

た。その結果、受注の

　

機会に繋がってい

る。

３

 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度

年

実績及び予定

令和 2

度

年度　実績 令和 3年

　

度　予定

○工業団地等

行

の緑地及び公園の除草

政

、病害虫防除、支 ○工

評

業団地等の緑地及び公

価

園の除草、病害虫防除

事

、支

障木伐採、清掃業

業

務、調整池設備点検等

別

の実施 障木伐採、清掃

シ

業務、調整池設備点検

ー

等の実施

○各団地の組

ト

合等の団体(松川会、

実

旭豊会、横松原、 ○各

計

団地の組合等の団体(

対

松川会、旭豊会、横松

象

原、

インター組合)と

評

の調整を行った。 イン

価

ター組合等)との調整

対

を行う。

令和 4年度

象

　予定 令和 5年度　



度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

令和 2年度 令和 3年度

決　　　算 予　　　算

事業費 15,732 17,590

国庫支出金 0 0

特 定 都道府県支出金 0 0

財 源 地方債 0 0

その他 7,193 6,915

一般財源 8,539 10,675

正規職員 0.7 1.1
人員数

嘱託職員 0.3 0.3
（人）

臨時職員 0.0 0.0

正規職員 4,877.6 7,664.8

人　員 嘱託職員 944.7 944.7

コスト 臨時職員 0.0 0.0

計 5,822

内

.3 8,609.5

市

部

民一人当たりの経費 0

評

.4 0.5

総額 21,

価

554.3 26,19

【

9.5

（単位：千円）

二

令和 2年度決算　事

次

業費の内訳

主な節 金額

】

内容

米子鉱山跡地　緑

2

化維持謝礼（米子区）

頁

30他
7節  報償費

指

34

消耗品費397、

 

燃料費43、光熱費3

標

57、修繕料326 

 

他
10節 需用費 1,

名

124

調整池設備点検

算

55、事務機器保守点

　

検272、支障木伐採

　

等1,500、シルバ

式

ー
12節 委託費 4,

単

135
委託（除草、清

位

掃）2,184他

14

年

節 工事請負費 0

受注

　

開拓事業565、商工

　

業振興対策事業補助金

度

172他
18節 負担

令

金補助及び交付金 29

和

4

土地借上料6,95

 

0、通信運搬費382

3

その他 10,145

年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

令和 2年度 令和 3年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

令和 2年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

7節  報償費

10節 需用費

12節 委託費

14節 工事請負費

18節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名 工業製品等の展示会に出展する受注開拓事業

算　　式 受注開拓事業補助金の交付件数（企業数） 単位 件

年　　度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標 7
目 標 値

実 績

指標選定 市内中小企業の技術力や新製品を出展していただくことで、新たなビジネスチャンスに繋げることができるた

の 理 由 め

最終年度 工業団地組合等の会議において市補助制度について紹介してきた結果、認知度が高まり当補助金の申請件数が

目標の根拠 増加してきている

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 令和 3年度 令和 4年



委

維持管理を実施した。

託

評   価
・企業の新

費

技術、新製品に関する

1

販路開拓支援を行った

4

。
コメント

 

・事業の

節

成果は上がっているか

 

・目標に対する達成度

工

は十分か

有 効 性 ・

事

市民生活上の課題解決

請

に貢献しているか 普通

負

・行政内部の管理上の

費

課題解決に貢献してい

1

るか

・事業の目的が達

8

成できるような事業内

節

容になっているか

・市

 

内企業へ経済団体等を

負

通じて市の事業への協

担

力及び支援の要請を行

金

った。

評   価

コメ

補

ント

・成果を落とさず

助

にコストを削減する方

及

法はあるか

効 率 性

び

・効率性向上に努めて

交

いるか やや向上

・使用

付

料などの受益者負担や

金

補助対象事業の範囲な

そ

ど、財源確保の余地は

の

ないか

経費削減に努め

他

、効率の良い事業を行

Ｃ

った。

評   価

コメ

Ｈ

ント

振り返り（決算年

Ｅ

度の取組み課題）

コス

Ｃ

ト意識をもって事業に

Ｋ

取り組むことが出来た

個

。

別評価

項目 評価観点 評価内容

・市民の生命・財産を守るため市が実施することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

令和 3

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

謝礼50
7節  報償

令

費 50

消耗品費400

和

、燃料費77、印刷製

 

本費106、光熱水費

3

385、修繕料150

年

　他
10節 需用費 9

度

03

調整池設備点検委

当

託料69、事務機器保

初

守点検委託料450、

予

病害虫防除委託
12節

算

 委託費 5,075
料

　

360、シルバー除草

事

等業務委託料2,00

業

0、支障木伐採委託料

費

1,500 他

14節

の

 工事請負費 0

受注開

内

拓事業補助金700、

訳

商工業振興対策事業補

主

助金200 他
18節

な

 負担金補助及び交付

節

金 983

旅費10、役

金

務費544、土地借上

額

料6,944 他
その

内

他 10,579

ＣＨＥ

容

ＣＫ

個別評価

項目 評価

7

観点 評価内容

・市民の

節

生命・財産を守るため

 

市が実施することが必

 

要不可欠な事業である

報

か

・行政内部の管理運

償

営上必要な事業である

費

か

必 要 性 ・市が主

1

体となり実施すべき事

0

業か 普通

・法的な根拠

節

や公的関与の妥当性は

 

あるか

・目的は結果（

需

施策の目指す理想）に

用

結びついているか

・須

費

坂工業クラブ等経済団

1

体との調整を行った。

2

・工業団地内等の企業

節

の生産活動の向上に向

 

けて、緑地、植林等の



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続 次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続

総合評価コメント ２次評価コメント

工業団地等の緑地、公園の維持管理を行うことにより 工業団地等の維持管理と意欲ある企業への

内

支援を継続

、適切な環

部

境を維持する必要があ

評

る。 する。

また、各団

価

地の組合と地元区、経

【

済団体等との良好な

関

二

係を維持するため各種

次

調整及び支援を行って

】

いく。

外部評価

次年度

4

以降の方向性

外部評価

頁

コメント

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


